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　第 3回　平成 24年 11 月 23 日、24日於ＨＢＵキャンパス
HBU側：ハイ教授、マイ教授、トゥアン講師、バン国際課職員他　本学側：柴原参与、
藤原教授、相澤准教授、コンサルタント他
　第 4回　平成 24年 2月 21 日於ＨＢＵキャンパス
HBU側：ハイ教授、マイ教授、トゥアン講師、バン国際課職員他　本学側：藤原教授、
相澤准教授、コンサルタント
　第 5回　平成 24年 6月 4日、5日　於ＨＢＵキャンパス
ＨＢＵ側：フン学長、ハイ教授、ジェニー国際課長、バン国際課職員他
本学側：田中事務局長、藤原教授、コンサルタント他












　第 3回　平成 24年 9月 18 日
　　『茶と香　～日本の香文化を中心に～』　中原　篤徳
　　＊講演に続き、組香体験を実施


























































































　Ａ： 和食のお店です。ドリンクを担当しました。それからスーパーで夜の 11時から 3
時まで商品を出す仕事もしました。はじめは、大変でした。

















































































































































































































学についても、英語版の”Vietnam Education and Training Directory” 2004, MOET（ベトナム
教育訓練省）によれば、県立大学の一つに位置づけされている。私立なのか県立なのかど
ちらが正しいのであろうか。
　こうした例はベトナムだけではない。アメリカ私立大学の名門として日本では知られ
るコーネル大学の社会学部（Regional Sociology）は、現地では州立大学の扱いであった。
現場に行って体験して初めてわかる事実もある。社会制度も文化である。日本人の価値
観、日本社会のモノサシが、必ずしも国際社会で通用するとは限らない。
　ベトナムの先生について触れる。ベトナムの先生は副業を持つことが当たり前のよう
である。あるいは、教員が副業なのかもしれない。日本とはずいぶん異なると感じた。
副業を持たないと生活できない先生や、大学教授という肩書きが本業にプラスになるか
ら先生をしている人もいる。しかし、稼いだお金をベトナムの人材育成に役立てようと
教員になっている実業家もいると信じたい。
　ホンバン国際大学のフン学長は、ベトナム戦争では北の兵士としてアメリカ軍と戦っ
ていた。地下トンネルでは銃と日本語の本を片時も手放さなかったと言う。本学の学長
と同様に、フン学長も多くの悲惨を青年期に経験している。今はともに学長職にあるこ
の二人の出会いは何かの縁であろう。そして、ベトナム人留学生が本学に学ぶこともま
た縁である。縁とは直接的な原因―結果の関係からは説明できないアジア的関係とも言
える。西洋的な人間関係論は役割期待の遂行のみを評価する。ベトナム人と日本人の教
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育交流の評価基準はどこに求められるのであろう。交流開始から 2年が経つ。そろそろ
回答を準備したいところである。
　＊役職・肩書きは当時のものである。
